
住民の方々の意思と行政区との連携を大切にしながら、小高の将来像を構想し、帰還
者が安心できる生活を支える体制づくり、被災前とは別の場所で暮らす方や外からの
支援者と小高を繋ぐ仕組みづくりを、東京大学と連携しながら行っています。
①まちなかは、小高の復興を支える場所として先行してプランを作り、それに基づい
　た公園計画や空地の菜園化の実践を行っています。
②集落部は、災害危険区域を含む海側、旧居住制限区域である山側、山と海の間の地
　理的環境が異なる３行政区の将来像を考えています。
③地域福祉・交通、生業、災害リスクといったテーマ別に部会を開き、行政・住民・
　専門家の対話の場づくりを行っています。
【ガイド東北掲載】

●部署：社会デザイン創発センター
●URL：http://td.t.u-tokyo.ac.jp/odaka/

●TEL：0244-44-5100
●営業時間：9:00～17:00 担当者：山根、李

復建調査設計㈱ 福島県南相馬市小高において、地域を復興するための協働の拠点です
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